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４． デジタル化・DX推進における課題と解決策

５． 参考事例の紹介
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1．デジタル化・DXとは



デジタル化・DXとは

簡単に言うと・・・

・デジタル化 

業務や手続きをデジタル技術の活用により効率化・
自動化すること

・DX (デジタルトランスフォーメーション)

デジタル技術を活用してビジネスに変革をもたらし、
新たな価値を生み出すこと



デジタル情報の活用
業務やビジネスがデジタル化され

生産性の向上や
新たなサービスを実現する

情報のデジタル化
情報をデジタル化して保存する



経済産業省のDX定義 （参考）

DX（デジタルトランスフォーメーション）

企業が
ビジネス環境の激しい変化に対応し、

データとデジタル技術を活用して、

顧客や社会のニーズを基に、製品やサービス、
ビジネスモデルを変革（攻めのDX））

するとともに、

業務そのものや、組織、プロセス、
企業文化・風土を変革（守りのDX））

                          し、

競争上の優位性を確立すること



攻めのDXと守りDXの具体例

攻めのDX

• ビジネスモデルの抜本的改革

•  顧客接点の抜本的改革

•  既存の商品・サービスの高度化や提供価値の向上

守りのDX

•  経営データ可視化によるスピード経営・的確な意思決定

•  業務プロセスの抜本的な改革・再設計

•  業務処理の効率化・省力化

出典：「日本企業のデジタル化への取り組みに関するアンケート調査」結果速報～日本企業のDXへの取り組み実態、成功企業の特徴について～｜株式会社NTTデータ経営研究所

https://www.nttdata-strategy.com/newsrelease/190820.html



２．デジタル化・DXの必要性



・業務効率化

‐紙ベースだった書類をデータ化、承認システム決裁により書類の流れをスムーズに！

‐繰り返し行う業務をコンピューターに任せ、業務の速度も正確性も向上！

・事業継続性確保
 ‐デジタル化推進でオフィスで災害やトラブル発生時もオフィス外から業務継続が可能
‐積み重ねてきた重要なデータの消失心配なし

・多様な働き方が可能に
‐デジタルベースでの業務は時間や場所を制限しない (例：リモートワーク （コロナ禍））

・手続きの円滑化
‐書類のデジタル化で直筆での書類作成・署名は不要

  ‐書類の作成・承認をオンライン上で完結

デジタル化の必要性



デジタル化でどんなメリットがある？
・効率化: 

作業の自動化や手動プロセスの削減により業務が迅速かつ効率的に！

・コスト削減: 
紙の使用や物理的な保存スペースが不要になりコストが削減！

・アクセス性向上: 
データがデジタル化されることで、いつでもどこでも必要な情報に
アクセス可能！ → 情報共有がスムーズ！

・データ管理・蓄積・活用: 
デジタルデータは検索・整理等、情報管理が容易になり、蓄積された
データの分析により顧客ニーズ・行動パターン等が把握でき、効果的
なマーケティング・製品開発が可能！

   → 売上増加・新規事業につながる！
・顧客満足度向上: 

オンラインサービスや迅速な対応が可能になり顧客満足度が向上！
         等々 



DXの必要性

• 労働力不足と高齢化社会への対応

• 顧客ニーズの多様性と高度化への対応

• グローバル競争の激化への対応



労働力不足と高齢化社会への対応（例）
課題

・若年層の人口減少に伴い、労働力が不足

・高齢者が安心して暮らせる社会の構築が必要

DXを活用した対応策

・ロボットや自動化技術を導入、生産ラインの効率化を図り、

人手不足を補い、生産性を向上

・遠隔医療を活用し、高齢者が自宅で医療サービスを受けられる

環境を整備



顧客ニーズの多様性と高度化（例）

顧客ニーズの多様性（個別ニーズへの対応）

消費者の嗜好が多様化し、カスタマイズ製品やパーソナライズ

されたサービスの需要が高まり、個々の顧客のニーズに応じた

製品の提供が競争力の鍵

顧客ニーズの高度化（スピードと柔軟性）

顧客のニーズは迅速に変化。製造業は、短納期での対応や、

需要の変動に柔軟に対応できる生産体制を構築することが必要。

これらに対応するためにDXがますます重要



グローバル競争の激化（例）

低コストの競争:
中国、インド、東南アジア諸国などの新興国は、労働コストが

低いため、製品を低価格で提供可能。日本企業はコスト競争力で
劣る懸念あり

技術革新の速さ:

アメリカやドイツなどの先進国は、AI、IoT、ビッグデータなど

の先端技術を活用したスマートファクトリーの導入が進む。技術

革新の速さに追随できない場合、競争力が低下するリスクあり

これらに対応するためにDXがますます重要



３．DXと企業の生き残り



デジタル化・DXが重要となる切実な事情

・・・脅威・・・



時代は想像以上の速さで変化しています！

あなたの企業は5年後,10年後も存続し
今の従業員の雇用が

守られているでしょうか？



いくら企業自体がこれまでのやり方で頑張っても
（例えば）競合他社がDXを活用して競争力をつけるという

外部環境の変化により事業が危うくなる可能性があるということです

時代の変化による想定される脅威（例）

脅威１   労働人口の減少 人手不足

脅威２ DX化による競合他社の競争力の向上

脅威３ DX化による競合他社の顧客満足度の向上

脅威４ 優秀人材確保がDXなしでは困難

脅威５ 熟練者、経験者の継承問題

と・・・枚挙にいとまがありませんが・・・



脅威１：労働人口の減少 人手不足

必要な人的リソースが足りない！→会社の業績伸びない！

→人材不足倒産なんてことも！

高知県の労働人口
２０２０年 → ２０３０年で

５万人減少！

という驚愕の事実！



脅威２：DX化による競合他社の競争力の向上

例： 業界共通

競合他社：
業務の自動化、労力削減のため、デジタルテクノロジーを

活用し、繰り返し行われるルーティン業務や手作業のタスク
を自動化し、時間と労力を省力化し、空いたリソースをより
付加価値の高い業務に割当て競争力を強化する

自社：
旧態の運用で依然として手作業、紙ベースでの運用が継続

され効率が上がらない･･･。

→ 生き残れますか？ 



脅威３：DX化による競合他社の顧客満足度の向上

例： タクシー業界

競合他社：
AIを活用し交通機関の状況、各種イベント、気象、地域、
時間情報等データを分析し、タクシー需要予測が最適化
し利用者のタクシー待ち時間を短縮、顧客満足度を向上
させ売上アップ。

自社：
旧態依然の業務で変化するタクシーの需要が把握できず
適正に配車が実施できず稼働率が上がらない･･･。

→ 生き残れますか？ 



脅威４：優秀人材確保がDXなしでは困難

例： 業界共通

競合他社：
社内のDX化を促進し、デジタルテクノロジーに親しんでいる
若い世代＊１の労働者を引き付け、採用につなげている。

自社：
DX化も進めず古いシステム・プロセスを使い続け、従業員の
満足度やモベーションも上がらず優秀な人材が集まらない･･･。

→ 生き残れますか？ 
＊１ 例えば・・・昨今の大学生は講義の出欠はICカード、スマホ、顔認証等で行われ、
それが当たり前と思っている中、今だ紙での勤怠申請を続けている企業に入社したらど
う感じるでしょうか？



脅威５：熟練者、経験者の継承問題

例： 製造業

競合他社：
熟練技術者の高齢化に対し、AI人工知能やディープラーニング
（深層学習）で解析システムを構築し、『匠』の技を継承する
環境を整備している。

自社：
後継者が不足する中、マニュアルも整備されておらず、熟練者・
経験者の退職後にスキル/知識の喪失に直面する･･･。 

→ 生き残れますか？ 



DXの本質

生き残るための自社の
企業文化の破壊と創造による

企業価値の向上

「黒川通彦、平山智晴、松本拓也、片山博順 『マッキンゼーが解き明かす 生きるためのDX』 日本経済新聞出版. ２０２２年」 5ページより抜粋



・DXをきっかけに世間の常識、共通認識、行動様式を時代に
合わせて創造し直すこと

・従業員が、消費者・顧客に選ばれ続けることを目的として
自立的に課題解決を行うこと

・最終的に脅威が来た時に生き延びられるように、自社の企業
価値を圧倒的に高めること 

生き残りのためのアクション（提言）

「黒川通彦、平山智晴、松本拓也、片山博順 『マッキンゼーが解き明かす 生きるためのDX』 日本経済新聞出版. ２０２２年」 5ページより抜粋



Digital Governance Code デジタルガバナンス・コード実践の手引き （経済産業省）からの一部抜粋

ビジネスモデルや企業文化の変革に取り組むことで、顧客視点で新たな価値を創出し自社の

企業価値をアップ！（「守りのDX」「攻めのDX」）

企業のビジョンに向かって！



４．デジタル化・DX推進における
課題と解決策



デジタル化・DX推進における課題と解決策

課題

• 技術検討・ツール等の選定

• コスト

• 経営者のデジタル化・DXの理解不足
従業員の理解不足・抵抗勢力の台頭

解決策

・外部支援機関の活用

‐高知県産業振興センターデジタル化相談窓口 （デジタル化伴走支援）
‐デジタル専門人材活用（副業制度活用）

・補助金の活用（IT導入補助金、もの補助）、効果的な予算配分

・経営者・従業員の理解を深める試み

‐経営者に対する「DXをやらないリスク」の説明そして説得
（経営者のDXコミットメントが必須！）

‐高知デジタルカレッジ・セミナーの積極参加（経営者・従業員）



デジタル専門人材活用（副業人材活用）

外部支援機関の活用

高知県産業振興センターデジタル化推進課



外部支援機関の活用 高知県産業振興センターのデジタル化伴走支援



補助金の活用

IT導入補助金 ものづくり・商業・サービス補助金



高知デジタルカレッジ



5．参考事例の紹介



高知県内事例



経済産業省 中堅・中小企業等向け「デジタルガバナンス・コード」実践の手引き より抜粋
https://www.meti.go.jp/policy/it_policy/investment/dx-chushoguidebook/contents.html



経済産業省 中堅・中小企業等向け「デジタルガバナンス・コード」実践の手引き より抜粋
https://www.meti.go.jp/policy/it_policy/investment/dx-chushoguidebook/contents.html



「中小規模製造業者の製造分野におけるデジタルトランスフォーメーション（DX）推進のためのガイド」からの抜粋
https://www.ipa.go.jp/digital/dx/mfg-dx/ug65p90000001kqv-att/000093471.pdf

株式会社ウチダ製作所



「中小規模製造業者の製造分野におけるデジタルトランスフォーメーション（DX）推進のためのガイド」からの抜粋
https://www.ipa.go.jp/digital/dx/mfg-dx/ug65p90000001kqv-att/000093471.pdf

株式会社ウチダ製作所



「中小規模製造業者の製造分野におけるデジタルトランスフォーメーション（DX）推進のためのガイド」からの抜粋
https://www.ipa.go.jp/digital/dx/mfg-dx/ug65p90000001kqv-att/000093471.pdf

株式会社ウチダ製作所



「中小規模製造業者の製造分野におけるデジタルトランスフォーメーション（DX）推進のためのガイド」からの抜粋
https://www.ipa.go.jp/digital/dx/mfg-dx/ug65p90000001kqv-att/000093471.pdf

株式会社ウチダ製作所



６．DX認定について



DX認定とは？

ＤＸ認定制度とは、「情報処理の促進に関する法律」に基づき、「デジタルガバナンス・コード」の基本
的事項に対応する企業を国が認定する制度です。独立行政法人情報処理推進機構（以下、ＩＰＡ）が、本
制度に関わる「ＤＸ認定制度事務局」として、各種相談・問合せ対応及び認定審査事務を行っています。

DX推進の準備が整っていると認められた企業を
国が認定する制度



DX認定のメリット

認定された企業には以下のメリットがある。税制優遇のメリットよりも、

企業イメージ向上
という観点から認定を求める事業者が増えている。

• DXを進める準備ができているという国のお墨付きが得られる

• 認定事業者はIPAの「DX認定制度 認定事業者の一覧」外部リンクで公表される

• 認定事業者が利用できるロゴマークにより「自社がDXに積極的に取り組んでい
る企業」であることが、多様なステークホルダーに対して認知されPRできる

• 東証上場企業の場合、「DX銘柄」の選定条件が満たせる

• これらにより注目度向上、ブランディング、企業価値向上につながる

• 投資促進税制による税制優遇の申請のための選定条件の一つが満たせる

DX認定って何？DX認定制度と、DX推進に必要なセキュリティ対策 抜粋
https://www.ashisuto.co.jp/security_blog/article/202207-dx-certification.html



高知県 DX認定取得企業（９社）    

株式会社 高知電子計算センター 100～299人 情報通信業 

株式会社 技研製作所 300～999人 製造業 

四国情報管理センター 株式会社 100～299人 情報通信業 

株式会社 四国銀行 1,000～1,999人   金融業

新進建設 株式会社     50～99人 建設業 

株式会社 城西館  100～299人  宿泊業

株式会社 垣内 100～299人 製造業 

高知通運 株式会社      10～19人 運輸業

株式会社 幸      30～49人 サービス業（介護事業） 

2024 07 31現在の経済産業省HP 「DX認定制度認定事業者」からの情報



経済産業省が推進する「DX認定」に
取り組みましょう！

「DX認定」の必要なプロセスにおいて、「経営ビジョン」
「DX戦略」等を策定し取締役会等の承認後、外部に公表す
るもので、社内のDX化を推進する上で有力な手段の１つと
なります。詳細は以下のURL参照ください。

https://www.meti.go.jp/policy/it_policy/investment/dx-nintei/dx-nintei.html



ご清聴ありがとうございました

皆様の売上・収益向上、業務改善、
コスト削減ならびにビジネスモデル変革等、
デジタル化・DXを支援させていただきます

お気軽にお声がけください！





参考情報

・ AI関連（生成AI）

・ 両利きの経営

・ 富士フィルムの生き残り



参考

ものづくりDXはなぜ必須なのか？  ～「製造業が活用から逃れられない AIとモノづくり未来予測」～ から抜粋 



参考

ものづくりDXはなぜ必須なのか？  ～「製造業が活用から逃れられない AIとモノづくり未来予測」～ から抜粋 



参考

ものづくりDXはなぜ必須なのか？  ～「製造業が活用から逃れられない AIとモノづくり未来予測」～ から抜粋 



【図】2両利きの経営の重要性

LAYERS CONSULTING 『両利きの経営』 知の探索と深化とは！ ～今さら聞けないキホンのキ～ から抜粋

参考

https://www.layers.co.jp/production/wp-content/uploads/2023/06/img_vuca2_002-1.jpg


・・・フィルム会社の１つである富士フイルムは
時代の流れにどう対応したのか

参考



まず何が起きているか勇気を持って直視することだ。私も社長就任当時、縮
小していく写真フィルム関連の数字からどんなに目を背けたかったことか。
しかし、現実は現実だ。「いつか来るものがついに来た」と、割り切らない
と仕方がない。

私は課長や部長という立場ながら、将来に向けた新規事業の育成を会社に訴
えていた。しかし、写真フィルムが絶好調で大きな利益が出ていたこともあ
り、経営陣は積極的ではなかった。「まだまだ写真フィルムいけまっせ」と
いう雰囲気もあった。

液晶用フィルムに代表される高機能材料事業や、子会社の富士ゼロックスが
手掛ける複合機などドキュメント事業、後に医薬品や化粧品にも拡大したメ
ディカル・ライフサイエンス事業などの6分野を新たな成長の軸に据えた。

富士フイルムはなぜ、大改革に成功したのか（抜粋）
古森重隆・富士フイルムホールディングス会長・CEOに聞く

富士フイルムはなぜ、大改革に成功したのか（抜粋）

https://toyokeizai.net/articles/-/24643

参考
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